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事務局 運営
事務局

大阪はびきの医療センター
小児科／釣永 雄希

株式会社コンベンションフィールド

大阪はびきの医療センター
アトピー・アレルギーセンター長
小児科主任部長

〒530-0005 大阪府大阪市北区中之島５丁目3-51

2026.6.21

〒101-0032  東京都千代田区岩本町1－3－2  日伸ビル５階

〒583-8588  大阪府羽曳野市はびきの3-7-1

過去から未来へ
英知と経験の融合

jsakinki13@conf.co.jp03-6381-195803-6381-1957
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　６月19日～20日、岡山コンベンションセンターで開催された「第101回 
日本結核・非結核性抗酸菌症学術講演会」に参加してきました。
　当センターからは、橋本章司部長が座長、そして５つの演題を医師、
看護師、臨床工学技士が発表しました。
　結核・非結核性抗酸菌症という専門性の高い学会ですが、症例報告
からリスク因子の解析まで、どの
演題も大変興味深い内容でした。
 今回得た知見を今後の診療・業務
に活かしていきたいと思います。
　学会では経験10年以下の若手医
療者が出場できるクイズ大会が開催
され、当院から３名がチームを結成
し、見事ダントツ優勝！素晴らしい活
躍に会場も大いに盛り上がりました。
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デラマニド販売後の当院における44例の
多剤耐性結核についての報告
 ／永井崇之主任部長

潜在性結核感染症（LTBI）治療による
肝機能障害の臨床経過と危険因子に関する検討

／永井裕太

当院における抗結核薬による
皮疹の現状とその検討 ／前田恭平

当院で経験した
外国人骨関節結核７例の症例検討 ／山口良太

当院の結核患者の接触者健診の方法について
／橋本美鈴

多職種を対象としたN95マスクフィットテストの
効果と今後の課題 ／西上奈緒子

腎機能が肺の空洞化病変および
粟粒結核に及ぼす影響 ／石原麻美

 6月21日（日）に大阪国際会議場において
第13回日本アレルギー学会近畿地方会を
主催しました。
　当日は200名を越える参加をいただき、
全てのセッションを盛況の内に終えること
ができました。アレルギー学会は内科、小
児科、耳鼻咽喉科、皮膚科などの先生方
が参加されるため「慢性咳嗽」、「成人期
の食物アレルギー」、「コメディカルとの連
携」という３つの科横断的なプログラムを
準備しました。
　また若手向けとしてMeet the professor
などを企画しました。一般演題は17登録が
あり当センターから２演題を報告しました。

　なお本学会のポスターは当センター作成です！
全ての関係者に心より感謝いたします。
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連携医療機関（登録医）のご紹介地域医療連携NEWS

   

583-0018  1 21-25

　やまどり医院は大阪府藤井寺市にある、内科・呼吸器内科・小児科のクリニックです。
　大阪府藤井寺の地で40年以上に渡り、地域住民の健康を願い、“地域に住んでいる皆さま
に健康と安心をお届けします”をモットーに、医療を提供しています。在宅訪問診療や往診も
おこなっており、地域に密着した医療を目指し、日々の診療にあたっています。前院長／山鳥
忠郎が開設した旧診療所から現在の診療所に移転し、開設時の「地域の全ての世代の方々の
健康を守ること」「優しく誠実で家庭的な診療」を目標に、今後も皆様のお役に立ち続けてい
きたいと考えておりますのでよろしくお願いいたします。

URL http://www.yamadori-clinic.com/072-954-8168

  

   

580-0015  1186-1 1F

　2026年８月からイオンタウン松原の南に位置するクリニックテナントで、土日祝も診療して
いるこどもクリニックとして開業しております。
　クリニックには院長・副院長だけでなく、非常勤医師複数名にも協力いただき、診療を
行っています。複数の医師がそれぞれの専門性も生かして、心臓外来、内分泌外来・思春期
外来、アレルギー外来と幅広くかつ一歩進んだクリニック診療を行い、必要に応じて、大阪
はびきの医療センター様をはじめとする高次医療機関へご紹介させていただいております。
お困りの際は、お気軽にご相談ください。

URL https://www.takenoko-kc.com/
072-339-0101

循環器内科の
詳細はこちら

循環器内科
主任部長

〈経歴〉1990年大阪公立大学（旧大阪市立大学）卒業。大阪市立大学での初期研修を経て、東京大学大学院医学
系研究科にて学位（医学博士）を取得後に、米国ハーバード大学にて研究に従事。帰国後、大阪大学医学部循環器
内科に入局。京都大学、国立循環器病研究センター、市立吹田市民病院での勤務を経て、2022年10月より現職。
〈資格〉日本内科学会認定医・総合内科専門医・指導医・JMECCインストラクター／日本循環器学会専門医／
Fellow of Japanese Circulation Society／日本脈管学会専門医／日本心血管インターベンション治療学会認定
医・心血管カテーテル治療専門医／日本心臓リハビリテーション学会認定指導士／日本循環器学会 ITC-AHA ACLS
インストラクター及びコースディレクター／日本救急医学会 ICLSインストラクター／日本医師会認定産業医／日本静
脈学会認定弾性ストッキング・圧迫療法コンダクター／臨床研修指導医／緩和ケア研修会修了／大阪府難病指定医
／身体障害者福祉法15条指定医（心臓機能障害・循環器内科）／心不全緩和ケアトレーニングコース（HEPT）修了

HARADA  KOICHIRO原田 光一郎　

▲＝水・土の午後診は14：00～18：00までです。
☆＝ワクチンやスキンケアなど非発熱患者/非感染症患者様の診察に限らせていただきて
　　おります。施設の管理上、臨時に休診日を設けさせていただくこともあります。

9 00 12 00
18 00 19 45

　我が国の人口高齢化は着実に進行し、高齢者心不全
も近年急増しています。心不全は多種多様な病因や病態
を有するため、個々の症例に応じた適切な治療選択が
必要となります。特に高齢者では複数の併存症を有する
例が多く、治療選択は複雑化の一途を辿っています。

　近年心不全マネージメントにおいては、発症予防や再
入院予防を柱とした多職種連携による管理と支援が重視
されるようになりました。当センター心不全ケアチーム
では、急性期の心不全チーム医療から、退院後の外来
フォロー・地域連携への一連のつながりを、毛利元就の
「三本の矢」に倣い、組織作りとチーム連携に取り組ん
でいます。

　具体的には、①急性期診断と集学的治療を行い早期
退院の道筋を付ける。②多職種連携による療養支援に
より切れ目のない心不全ケアを確立し、退院を見据えた
「心不全自己管理」の質を向上させる。これらを駆使し
心不全の再発予防や再入院予防を減らすことを行動
目標としています。既に一の矢と二の矢は放たれており、
更なる深化を目指して活動しています。今後三の矢を放
つ（③地域連携体制として進化させる）ためには、「地域
で一緒に心不全を診ていくためのヒント」を収集・実証
する必要があると考えています。その方策の一つとして、
「地域で支える心不全診療」連携推進を目的に、心不全
診療研修会や地域の多職種交流会の年内開催を予定し
ています。
　また、今年度から来年度にかけては、急性期から慢性
期まで一貫したチーム医療と地域連携を柱にした心不
全センター化の整備を進めたい考えです。私たち心不全
ケアチームは、多職種協働による質の高い心不全診療を
通じて、地域医療の更なる質の向上に貢献したいと考え
ています。

急性期心不全治療（集学的治療）一の矢

多職種連携による介入（自己管理支援）二の矢

ケアが途切れない外来管理（＝地域連携）三の矢

～心不全診療の３本の矢～

9 00 12 00
14 00 15 30
16 00 19 00
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HARADA  KOICHIRO原田 光一郎　

▲＝水・土の午後診は14：00～18：00までです。
☆＝ワクチンやスキンケアなど非発熱患者/非感染症患者様の診察に限らせていただきて
　　おります。施設の管理上、臨時に休診日を設けさせていただくこともあります。

9 00 12 00
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　我が国の人口高齢化は着実に進行し、高齢者心不全
も近年急増しています。心不全は多種多様な病因や病態
を有するため、個々の症例に応じた適切な治療選択が
必要となります。特に高齢者では複数の併存症を有する
例が多く、治療選択は複雑化の一途を辿っています。

　近年心不全マネージメントにおいては、発症予防や再
入院予防を柱とした多職種連携による管理と支援が重視
されるようになりました。当センター心不全ケアチーム
では、急性期の心不全チーム医療から、退院後の外来
フォロー・地域連携への一連のつながりを、毛利元就の
「三本の矢」に倣い、組織作りとチーム連携に取り組ん
でいます。

　具体的には、①急性期診断と集学的治療を行い早期
退院の道筋を付ける。②多職種連携による療養支援に
より切れ目のない心不全ケアを確立し、退院を見据えた
「心不全自己管理」の質を向上させる。これらを駆使し
心不全の再発予防や再入院予防を減らすことを行動
目標としています。既に一の矢と二の矢は放たれており、
更なる深化を目指して活動しています。今後三の矢を放
つ（③地域連携体制として進化させる）ためには、「地域
で一緒に心不全を診ていくためのヒント」を収集・実証
する必要があると考えています。その方策の一つとして、
「地域で支える心不全診療」連携推進を目的に、心不全
診療研修会や地域の多職種交流会の年内開催を予定し
ています。
　また、今年度から来年度にかけては、急性期から慢性
期まで一貫したチーム医療と地域連携を柱にした心不
全センター化の整備を進めたい考えです。私たち心不全
ケアチームは、多職種協働による質の高い心不全診療を
通じて、地域医療の更なる質の向上に貢献したいと考え
ています。

急性期心不全治療（集学的治療）一の矢

多職種連携による介入（自己管理支援）二の矢

ケアが途切れない外来管理（＝地域連携）三の矢

～心不全診療の３本の矢～

9 00 12 00
14 00 15 30
16 00 19 00
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